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～　「働く若者のハンドブック」を参考に考えてみよう　～





つまり、「権利」と「義務」ってことね。





まじめに働く労働者を守る法律だね。





仕事中にケガをしてしまった！治療費って自分で払わないといけないの？














p19～20





４





＊使用者とは、雇い主のこと





労働条件や職場の環境や問題などを、使用者＊と交渉して改善することってできるの？











p38～41





５





給料から毎月引かれる税金とか社会保険とかって、やめられないの？














ｐ16～19





８





会社を辞めて仕事を探しているけど、お金が心配。


どうする？











ｐ30～31





1０





求職


活動中、





ハローワーク以外で相談する所はある？











ｐ41～56





12





会社にいるパートさんの時給は安いけど、最低賃金って決まってるの？














P10





２





正社員には、野球選手の


契約書みたいなのはないの？











P5～8








１





＊アルバイトは、


「パートタイム労働者」となります











ｐ33





1１





アルバイト＊では、正社員にある「雇用保険」「健康保険」「厚生年金」はないの？











ｐ11





７





１日の労働時間は休憩時間を


除き、原則８


時間以内っ


てホント？














P21～24





６





妊娠したけど、出産のために仕事を休めるの？





「会社を


辞めたい」と辞める1週間前に会社に言った。これってOK?











ｐ27





９











p14





３





風邪をひいて休んだ日の給料ってもらえるの？





社会人になるために


⑭　お仕事すごろく　－　あなたを守る労働法規　－





フリーター生活も楽じゃないな…





「★★　お仕事すごろく　★★」　のこたえと解説








<１～12のこたえと解説のポイント＞





１ある　　　　　あなたと雇い主が「働くこと」や「賃金を支払うことなどの労働条件」に同意すれば労働契約が成立します。


労働契約は、書面で締結することが望ましいですが、口頭でも成立します。ただし、雇い主は、賃金に関する事項など、重要な事項


は、書面で明示しなければなりません。しっかりと確認しましょう。（ｐ5～ｐ8）


２決まっている　大阪府における地域別最低賃金は、時給７79円（平成22年10月15日以降）です。（ｐ10）


３もらえる　　　	ただし、あなたが6か月継続して働き、働く日と決まっている日数を8割以上出勤した場合、使用者はまず、10日間の有給休暇を与えなければなりません。パート・アルバイトにも有給休暇の権利はあります。（ｐ14）


４原則、払わなくてよい　業務上（通勤途中も含む）の病気やケガは、勤めている事業場を管轄する労働基準監督署に申請して労災の認定を受けると、労災保険の給付が受けられます。労災保険の指定病院であれば、治療費は原則無料です。指定以外の病院であれば、立替分が後に支払われます。（ｐ19～20）


５できる　　　	労働組合を作り、労働条件等について雇い主と交渉することは憲法で保障された権利です。一人でも加入できる労働組合もあります。相談できる機関もあります。（ｐ38～41）


６休める　　　　産前6週間産後8週間の産休がとれます。（ｐ21）　また、育児や介護についても、育児休業制度や介護休業制度を活用し、雇用の関		係を継続したまま休むことができます。（ｐ22～24）


７ホント　　　　労働基準法では、原則として一日の労働時間を休憩時間を除き8時間以内、１週間の労働時間を40時間以内と定めています。（ｐ11）


８やめられない　社会保険への加入や納税など、社会はお互いに支えあってさまざまな制度が成り立っています。社会人として権利だけでなく、義務もある	ことを覚えておきましょう。（ｐ１6～19）


９いいえ　　　　労働契約期間がない場合で自分から会社を辞めるときは、2週間以上前に会社に告知する必要があります。労働契約期間がある場合は、やむを得ない事由がない限り、契約期間中は退職できません。（ｐ27、28）


10失業給付の手続きをする　会社をやめたら、事業主から「離職票」の交付を受け、居住地管轄のハローワークに手続きに行きましょう。受給資格を満たせば、失業給付が受けられます。（Ｐ30、31）


11ある場合もある　アルバイトでも１週間の労働時間、雇用期間などの条件により、雇用保険、健康保険、厚生年金の被保険者になります。（ｐ33）


12ある　　　　	職業カウンセリングセンター・JOBカフェ・大阪ヤングワークプラザ・大阪キャリアアップハローワークなど。


　　　　　　　　　（ｐ41～56）　　　　　　　　　　　　　　　　
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